
頭痛解消のための
市民公開講座

日本頭痛学会2019,仙台

●主催／日本頭痛学会・JPAC(頭痛医療を推進する患者と医療従事者の会)
●会長／仙台頭痛脳神経クリニック院長 松森保彦　
●後援／日本頭痛協会、宮城県、仙台市、宮城県医師会、仙台市医師会、河北新報社、
　　　　NHK仙台放送局、仙台放送、東北放送、ミヤギテレビ、東日本放送、エフエム仙台
●協賛／アステラス・アムジェン・バイオファーマ株式会社、大塚製薬株式会社
　　　　日本イーライリリー株式会社、ライオン株式会社

頭痛は、病気です。
スタートは、まずそこから。

2019年7月14日■日
午後2時～4時

TKPガーテンシティ仙台21階
〒980-6130 宮城県仙台市青葉区中央1-3-1 AER 21F

※JPAC(Japanese Patient Advocacy Coalition)とは頭痛医療をよくするために、
　患者と医療従事者が協力して結成した会です。

運営事務局

有限会社ヤマダプランニング
〒020-0857 岩手県盛岡市北飯岡1丁目5-5
TEL.019-635-6011 FAX.019-635-6033
E-Mail : hmsj2019@yamada-planning.co.jp

パネルディスカッション

特別講演

◆進　　行／坂井 文彦（埼玉国際頭痛センター）
◆パネラー／患者代表：患者有志のみなさん
　　　　　　医　　師：間中 信也（綾和会間中病院 院長）
　　　　　　　　　　　松森 保彦（仙台頭痛脳神経クリニック）

みんなで考えよう！頭痛の対処法

《参加費無料》
定員120名

「頭痛大学」学長・ドクター間中の頭痛学入門
～あなたを悩ます頭痛の正体～
間中  信也（綾和会間中病院 院長）

承認番号30191号

仙台・宮城
観光ＰＲキャラクター
むすび丸

参加者の皆さんから事前に頂いた質問にもお答えします！
裏面の申込書でご質問下さい

総 合 司 会／三浦留美子（仙台頭痛脳神経クリニック 看護師）
　　　　　　　田畑かおり（富永病院 看護師）
開会あいさつ／平田幸一（日本頭痛学会代表理事・獨協医科大学）
閉会あいさつ／松森保彦（仙台頭痛脳神経クリニック）
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頭痛は、病気です。スタートは、まずそこから。

間中  信也先生

頭痛に悩んでいる人は多いのに、適切な治療を受けている人や正しい対処法を知っている人は、実はまだ
ごく少数。繰リ返し起きる痛みに加えて、まわりに理解されない辛さも、患者さんをますます苦しめています。
頭痛は、専門的な治療が必要な病気です。様々な要因が複雑に絡みあって、悪化しているケースも少なくあ
りません。そして治療のためには、患者さんと医療従事者のコミュニケーションがとても重要になります。
市民講座では、専門医が語リ、患者さんが語ります。
　絡んだ糸をほどいて、頭痛から卒業する道を、一緒に見つけましょう。

特別講演

お申込みは、FAX 019-635-6033
もしくは 日本頭痛学会ホームページ（http://www.jhsnet.org/ippan.html）から

氏 名 頭痛で困っていること、聞きたいことをご記入ください

年 代

住 所　〒

電話番号 メールアドレス

20代　　30代　　40代　　50代　　60代　　その他

性 別
男　・　女

■パネルディスカッション・閉会あいさつ 松森 保彦

医療法人社団 綾和会
間中病院院長

1965年　東京大学医学部医学科卒業
1972年　日本脳神経外科学会専門医
1975年　東京大学講師
1981年　東京大学助教授
1986年　帝京大学市原病院(当時)脳神経外科教授
1993年　温知会間中病院にて頭痛外来を開設
1994年　温知会間中病院　院長就任
2000年　日本頭痛学会理事就任
2002年　第30回日本頭痛学会総会会長
2018年　温知会間中病院　統括院長・院長・理事長
2019年　法人名が綾和会変更に伴い専務理事就任
■主な役職と資格
日本脳神経外科学会専門医、日本定位・機能神経外科学会名誉会員、
日本頭痛学会専門医・指導医、日本頭痛学会名誉会員、
日本頭痛協会名誉代表理事
■主な所属学会
日本脳神経外科学会、日本頭痛学会、国際頭痛学会正会員、
米国頭痛学会正会員
■頭痛大学　http://zutsuu-daigaku.my.coocan.jp

■開会あいさつ 平田 幸一

■パネルディスカッション進行 坂井 文彦

1980年　獨協医科大学医学部卒業 
1986年　獨協医科大学院修了 
1986年　Zurich大学神経学教室研究員 
1996年　獨協医科大学内科学(神経)主任教授 
2017年より獨協医科大学病院病院長 
日本頭痛学会専門医・指導医、日本神経学会専門医・指導医、日本内科学会総
合内科専門医・ 指導医、日本脳卒中学会専門医、日本頭痛学会 (代表理事)、日
本神経学会、日本神経治療学会(理事長)、日本睡眠学会(副理事長) 

1999年　山形大学医学部医学科卒業、山形大学脳神経外科へ入局
2002年　アメリカ カリフォルニア大学サンフランシスコ校 脳神経外科
2004年　山形大学医学部脳神経外科 助手
2006年　一般財団法人広南会 広南病院 血管内脳神経外科
2010年　一般財団法人広南会 広南病院 頭痛外来 医長
2015年より仙台頭痛脳神経クリニック院長
日本頭痛学会（代議員•専門医•指導医）、日本脳神経外科学会（専門医）、日本
脳血管内治療学会（専門医）、日本脳卒中学会（専門医）、国際頭痛学会、米国
頭痛学会
プライマリケア医のための頭痛フォーラム in 宮城（代表世話人）、仙台頭痛ラ
ボ（頭痛教室）主宰

1969年　慶應義塾大学医学部卒業 、同・内科学教室に入局
1976年　ベーラー大学神経内科留学。片頭痛と脳循環の研究で
　　　　  HaroldG.WoIff賞を受賞
1997年　北里大学医学部神経内科学教授 
2010年より埼玉医科大学客員教授、埼玉国際頭痛センター長(埼玉精神神経
センター) 
日本頭痛学会(元理事長)、国際頭痛学会(元President、生涯名誉会員、現
GPAC Coremember)、米国頭痛学会(元理事) 
【主な著書】 ベッドサイドの神経の診かた(2016年南山堂/共著) 
 「片頭痛」からの卒業(2018年講談社現代新書) 

お申込みフォーム▶


